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【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
カ
ボ
チ
ャ
の
入
荷
は
、

通
年
で
は
北
海
道
が
全
体
の
35
％
程

度
で
ト
ッ
プ
だ
が
、
そ
の
次
に
二
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
メ
キ
シ
コ
が
続
き
、
冬

か
ら
春
ま
で
は
輸
入
物
が
中
心
と
な
る
。
た
だ

し
７
月
ご
ろ
か
ら
始
ま
る
北
海
道
産
は
、
11
月

ま
で
残
量
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
11
月
か
ら
冬

至
に
か
け
て
増
え
る
の
が
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ

ア
や
ト
ン
ガ
産
だ
。
11
月
は
北
海
道
産
か
ら
輸

入
物
へ
の
切
り
替
え
時
期
で
、
グ
ラ
フ
で
も
は

っ
き
り
分
か
る
が
、
10
月
と
12
月
の
間
が
毎
年

入
荷
は
少
な
い
。

【
背
景
】

　

国
産
と
輸
入
品
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
棲
み
分

け
て
い
る
野
菜
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
も
あ
る
が
、
同
一
品
種
で
完
熟
物
が
年

間
ほ
ぼ
切
れ
目
な
く
流
通
し
て
い
る
と
い
う

意
味
で
カ
ボ
チ
ャ
は
特
異
な
存
在
で
あ
る
。
そ

れ
は
昭
和
時
代
の
末
頃
、
メ
キ
シ
コ
を
皮
切
り

に
海
外
で
日
本
種
を
使
っ
て
、
完
熟
品
を
作
る

た
め
の
栽
培
法
か
ら
収
穫
作
業
ま
で
、
現
地
で

教
え
な
が
ら
生
産
さ
せ
た
青
果
物
専
門
商
社

た
ち
の
、
開
発
輸
入
の
成
果
で
あ
る
。
消
費
者

は
、
国
産
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
品
質
の
輸

入
物
を
受
け
入
れ
た
。

【
今
後
の
対
応
】

　

11
月
は
カ
ボ
チ
ャ
に
お
け
る
端
境
期
で
あ

り
、
入
荷
が
少
な
く
高
騰
す
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
時
期
は
、
東
北
か
ら
関
東
で
の
抑
制
栽
培

カ
ボ
チ
ャ
が
求
め
ら
れ
る
。
東
北
地
区
の
野
菜

に
強
い
種
苗
会
社
が
、
い
く
つ
か
の
抑
制
時
期

専
用
の
品
種
を
開
発
し
て
い
る
が
、
生
育
期
に

天
候
異
変
の
多
い
こ
の
時
期
の
生
産
は
、
な
か

な
か
安
定
し
な
い
。
今
年
は
10
月
ま
で
は
前
年

並
み
の
推
移
を
し
て
い
た
が
、
11
月
は
上
旬
現

在
で
、
主
産
地
北
海
道
が
前
年
よ
り
４
割
も
多

く
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
産
の
輸
入
も
早
め
に

増
え
て
い
る
。

【
概
況
】

　

東
京
市
場
で
の
ハ
ク
サ
イ
の
今
年

の
入
荷
動
向
は
、
こ
こ
２
〜
３
年
の
推

移
と
比
べ
る
と
春
か
ら
夏
に
か
け
て

の
入
荷
量
が
増
え
て
い
る
。
10
月
は
茨

城
の
ス
タ
ー
ト
は
昨
年
並
み
だ
っ
た
が
、
長
野

産
が
前
年
よ
り
30
％
も
多
く
単
価
は
前
年
同

月
よ
り
６
割
以
上
の
暴
落
だ
っ
た
。
11
月
に
入

っ
て
も
上
旬
現
在
で
は
茨
城
が
本
格
化
し
て

き
た
が
、
長
野
産
が
前
年
同
期
の
３
・
６
倍
も

の
出
荷
を
し
て
い
る
た
め
、
10
月
に
続
い
て
６

割
安
の
展
開
。
こ
れ
か
ら
は
、
茨
城
産
が
十
分

出
て
く
る
だ
ろ
う
。

【
背
景
】

　

ハ
ク
サ
イ
は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
寒
さ
が

強
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
日
本
一
の
大
産
地

で
あ
る
茨
城
県
か
ら
の
出
荷
が
増
え
、
そ
の
ピ

ー
ク
が
10
月
か
ら
始
ま
り
年
末
に
向
け
て
急

激
に
増
え
る
の
が
通
例
だ
。
し
か
し
、
10
月
、

11
月
に
入
荷
の
増
減
を
左
右
す
る
要
因
の
一

つ
が
、
長
野
県
の
抑
制
産
地
か
ら
の
出
荷
の
い

か
ん
で
あ
る
。
こ
の
長
野
産
は
本
来
は
夏
秋
期

の
主
産
地
だ
が
、
11
月
ご
ろ
に
出
荷
さ
れ
て
く

る
も
の
は
、
夏
秋
物
の
残
量
で
は
な
く
、
鍋
シ

ー
ズ
ン
の
初
め
に
供
給
す
る
た
め
に
作
っ
た

抑
制
産
地
物
だ
。

【
今
後
の
対
応
】

　

長
野
産
は
、
例
年
よ
り
早
く
寒
さ
が
く
れ
ば

切
り
上
が
っ
て
し
ま
う
が
、
暖
冬
気
味
だ
と
終

盤
ま
で
出
し
て
く
る
。
今
年
も
10
月
〜
11
月
上

旬
ま
で
は
、
ピ
ー
ク
が
始
ま
っ
た
茨
城
産
と
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の

た
め
に
価
格
暴
落
状
態
で
も
、
長
野
産
は
平
均

単
価
の
３
割
前
後
は
高
い
。
県
本
部
に
力
の
あ

る
長
野
産
が
相
場
を
引
っ
張
ろ
う
と
す
る
た

め
、
11
月
は
ハ
ク
サ
イ
の
入
荷
や
相
場
が
不
安

定
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
今
年
は
早
め
の
冬
が

到
来
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
茨
城
産
の
生
育
状

態
は
良
好
だ
。

野
菜
の
生
産
・
流
通
に
と
っ
て
11
月
は
い
わ
ゆ
る
端
境
期

で
、
11
月
ま
で
の
産
地
の
終
盤
と
、
12
月
以
降
の
産
地
の
出

だ
し
が
重
な
る
月
で
あ
る
。
11
月
に
関
東
な
ど
の
抑
制
物
の

切
り
上
が
り
と
、
西
南
暖
地
の
ス
タ
ー
ト
と
の
産
地
移
動
が

円
滑
に
行
な
わ
れ
な
い
と
、
急
騰
、
暴
落
が
発
生
す
る
。
夏

場
は
東
北
・
北
海
道
の
夏
秋
野
菜
が
、
秋
に
は
関
東
産
中
心

と
移
行
し
、
11
月
末
以
降
に
は
西
南
暖
地
の
冬
春
野
菜
へ
と

移
る
の
が
近
年
の
パ
タ
ー
ン
だ
が
、
こ
こ
２
〜
３
年
は
、
天

候
異
変
の
増
加
に
よ
り
、
夏
か
ら
秋
、
冬
ま
で
入
荷
が
安
定

せ
ず
、
相
場
も
高
騰
気
味
に
推
移
し
て
い
る
。
関
東
地
方
は
、

春
と
晩
秋
に
中
心
産
地
と
な
る
大
型
生
産
地
域
。
こ
れ
か
ら

の
冬
春
野
菜
へ
の
切
り
替
え
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

カボチャ
11
月
は
入
荷
減
で
単
価
高
に
。
北
海
道
産
の
出
荷
で
安
定
か
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量
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16年数量 17年数量
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北
の
産
地
か
ら
千
葉
産
へ
リ
レ
ー
不
具
合
。
輸
入
物
偏
重
に
課
題

【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
入

荷
動
向
は
、
全
体
と
し
て
こ
こ
10
年
の

推
移
を
見
る
限
り
は
、
流
通
の
総
量
は

ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
。
た
だ
し
総
量

は
保
ち
つ
つ
も
、
産
地
構
成
は
か
な
り
の
変
化

が
見
ら
れ
る
。
と
く
に
変
わ
っ
た
の
が
、
年
明

け
か
ら
春
先
ま
で
の
入
荷
は
メ
キ
シ
コ
産
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
の
独
壇
場
だ
っ
た
が
、
こ
の

時
期
に
長
崎
、
佐
賀
な
ど
の
長
期
ど
り
産
地
が

台
頭
し
て
数
量
を
増
や
し
て
お
り
、
４
月
く
ら

い
ま
で
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
の
輸
入
が
不

要
に
な
っ
た
。

【
背
景
】

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
か
つ
て
国
産
は
春
か
ら

初
夏
に
か
け
て
の
季
節
野
菜
で
あ
っ
た
。
昭
和

末
期
か
ら
そ
こ
に
年
明
け
か
ら
メ
キ
シ
コ
産

が
輸
入
さ
れ
て
、
春
に
国
産
が
始
ま
る
ま
で
供

給
期
間
が
延
び
た
。
そ
の
後
、
９
月
ご
ろ
か
ら

ク
リ
ス
マ
ス
に
間
に
合
う
時
期
く
ら
い
ま
で

の
期
間
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
が
輸
入
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
ほ
ぼ
周
年
供
給
体
制
が
整

っ
た
が
、
こ
れ
に
加
え
タ
イ
産
や
フ
ィ
リ
ピ
ン

産
な
ど
の
完
全
周
年
供
給
が
可
能
に
な
り
、
周

年
化
が
完
結
。
日
本
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
周
年
需
要

が
開
拓
さ
れ
た
。

【
今
後
の
対
応
】

　

そ
の
周
年
需
要
は
、
国
産
と
輸
入
物
と
が
棲

み
分
け
る
こ
と
で
創
造
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で

輸
入
物
が
担
当
し
て
い
た
時
期
を
狙
っ
て
、
国

産
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
収
奪
作
戦
を
展
開
す
る
。
そ

れ
は
、
熱
帯
栽
培
を
ヒ
ン
ト
に
佐
賀
、
長
崎
な

ど
が
立
茎
栽
培
で
収
穫
の
長
期
化
に
成
功
し
た

こ
と
。
し
か
し
な
が
ら
依
然
と
し
て
、
11
月
以

降
の
出
荷
は
難
し
い
状
態
だ
。
今
こ
こ
に
入
り

込
ん
で
い
る
の
が
、
か
つ
て
は
年
明
け
か
ら
の

産
地
だ
っ
た
メ
キ
シ
コ
産
で
あ
る
。
今
年
も
こ

れ
か
ら
の
時
期
、
輸
入
先
も
増
え
て
入
荷
は
安

定
推
移
だ
ろ
う
。

【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
ニ
ン
ジ
ン
の
入
荷
は
、

総
量
と
し
て
は
こ
こ
10
年
を
見
て
も
凹

凸
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
入
荷
は
一
定
で

あ
る
。一
方
で
相
場
は
す
ぐ
変
動
す
る
。

家
庭
用
と
し
て
も
業
務
加
工
用
で
も
ニ
ン
ジ

ン
は
基
本
食
材
で
あ
り
、
国
内
の
需
要
に
対
し

必
ず
し
も
安
定
し
な
い
国
産
を
、
輸
入
で
調
整

す
る
こ
と
で
需
給
が
成
立
し
て
い
る
。
近
年
、

ニ
ン
ジ
ン
の
輸
入
量
が
10
万
ｔ
前
後
を
行
き

来
し
て
い
る
。
大
口
需
要
者
は
不
安
定
な
国
産

を
あ
て
に
せ
ず
、
輸
入
品
を
中
心
に
し
て
国
産

で
補
完
し
て
い
る
。

【
背
景
】

　

一
定
量
の
確
保
が
不
可
欠
な
ニ
ン
ジ
ン
の

一
つ
の
大
き
な
山
場
は
、
11
月
で
あ
る
。
夏
場

か
ら
の
産
地
で
あ
る
北
海
道
、
青
森
な
ど
と
、

関
東
の
大
産
地
で
あ
る
千
葉
産
と
の
切
り
替

え
時
期
が
ち
ょ
う
ど
11
月
に
当
た
る
。
例
年
で

は
10
月
ま
で
は
北
海
道
、
東
北
産
地
が
７
〜
８

割
を
占
め
る
が
、
11
月
に
は
千
葉
産
と
半
分
に

な
る
。
12
月
に
な
る
と
千
葉
産
が
主
力
に
な

り
、
見
事
な
リ
レ
ー
ぶ
り
が
本
来
の
姿
だ
。
し

か
し
根
菜
類
の
ニ
ン
ジ
ン
は
意
外
に
天
候
異

変
に
弱
く
、
こ
の
リ
レ
ー
が
う
ま
く
い
か
な
い

年
も
多
い
。

【
今
後
の
対
応
】

　

今
年
は
、春
の
徳
島
産
か
ら
夏
秋
の
北
海
道
、

東
北
産
地
が
過
去
２
年
で
は
、
最
も
入
荷
量
が

多
い
状
態
で
推
移
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
夏
か

ら
相
場
は
暴
落
ぎ
み
、
10
月
は
北
海
道
、
青
森

と
も
前
年
よ
り
２
割
前
後
多
い
入
荷
で
、
単
価

は
３
分
の
１
。
だ
が
11
月
上
旬
に
は
数
量
も
落

ち
着
き
、
単
価
も
戻
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
を

担
う
千
葉
産
は
、
11
月
時
点
で
前
年
よ
り
５
割

近
く
増
や
し
て
い
る
。
こ
の
冬
は
供
給
面
で
は

安
心
だ
が
、
相
場
に
関
係
な
く
入
っ
て
く
る
中

国
産
が
相
場
を
か
き
乱
す
可
能
性
あ
り
そ
う

だ
。

と
移
行
し
、
11
月
末
以
降
に
は
西
南
暖
地
の
冬
春
野
菜
へ
と

移
る
の
が
近
年
の
パ
タ
ー
ン
だ
が
、
こ
こ
２
〜
３
年
は
、
天

候
異
変
の
増
加
に
よ
り
、
夏
か
ら
秋
、
冬
ま
で
入
荷
が
安
定

せ
ず
、
相
場
も
高
騰
気
味
に
推
移
し
て
い
る
。
関
東
地
方
は
、

春
と
晩
秋
に
中
心
産
地
と
な
る
大
型
生
産
地
域
。
こ
れ
か
ら

の
冬
春
野
菜
へ
の
切
り
替
え
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

流通
ジャーナリスト

小林  彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情

報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ
サ
ー
チ
』
を
発
行
。
著
書
に
『
日
本
を
襲
う
外
国

青
果
物
』『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
生
産
、
流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。
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量
（ｔ） （円／㎏）15年単価 16年単価

16年数量 17年数量
価格 17年単価

15年数量 15年      6,289t
16年      6,938t
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量
（ｔ） （円／㎏）15年単価 16年単価

16年数量 17年数量
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